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１．概要 

2004 年 6 月 8 日に 122 年ぶりに金星の太陽面通過が起きた。後日、Live-venus のウェブ

で 1AU を求める方法を知り、興味を持ったので「1AU を求める」ことを目標に研究した。 
 
２．方法 
〈解析画像〉ESO からのリンクや NASA のホームページから次の 4 組の画像を入手した。 
 

表 1 解析に用いた画像の組み合わせ 
組 時刻（JST/UT） 観測地 観測地の緯度・経度 

不明 レユニオン島（仏領） 
デンマーク 

55°S、55°E 
55°N、10°E A 

http://www.vt-2004.org/photos/images/vt-photo-05-sdbg-small.jpg 

19:57:27 / 10:57:27 南アフリカ 
デンマーク 

（21°Ｓ、55°E） 
（55°Ｎ、10°E） B 

http://www.amtsgym-sdbg.dk/as/vt-2004/difference-dk-pretoria.jpg 

15:14:16 / 6:14:16 
オーストラリア 
デンマーク 

（35°Ｓ、139°E） 
（55°Ｎ、10°E） C1 

http://science.nasa.gov/spaceweather/venustransit/08jun04m/Winther1.gif 

17:53:16 / 8:53:16 オーストラリア 
デンマーク 

（35°Ｓ、139°E） 
（55°Ｎ、10°E） C2 

http://science.nasa.gov/spaceweather/venustransit/08jun04m/Winther1.gif 
A は緯度・経度のみで時刻は載っていなかった。また B、C は時刻のみで緯度・経度は載

っていなかった。そのため B、C はその国（地域）の中心で撮影したものとした。 
 
〈解析方法〉まず 2 つの撮影地点の緯度差，経度差から 2 地点間の距離を次式により求め

た。{緯度（経度）方向への距離}＝2×6380km×sin{（緯度差）÷2}°…①（②）、（2 地点

間の距離）＝（①２＋②２）0.5 …③ 金星の最大離角は約 46°であるので金星･太陽の距離

は 0.72AU とし、太陽面通過時の金星･地球の距離は 0.28AU を現象日の距離とみなした。2
地点からの太陽に写った金星の視差は③×0.72÷0.28＝④km だけということになる（図 1）。
次に同時刻に撮影された 2 つの画像を画像解析ソフト「マカリｨ」によって合成し、画像上

の太陽直径と金星の視差の大きさをピクセル単位で測った（図 2）。実際の太陽直径は④km
×（画像上の太陽直径）÷（画像上の金星の視差）に相当する。最後に太陽の視直径を 0.516°
とすると 1AU の大きさは（実際の太陽直径）km×tan0.516°となる。 
 

 
 

図 1 金星の視差 図 2 合成画像 
 
 



３．結果 
(A)レユニオン島とデンマークの画像 
緯度差を 75°、経度差を 45°とし 2 地点の距離は 9171km となり、金星の視差は 23583km

となった。次に合成画像での太陽直径は 271 ピクセル、金星の位置の差は 3 ピクセルと測

れた。よって実際の太陽直径は 2.1×106km、したがって 1AU は 2.4×108km と求まった。 
(B)南アフリカとデンマークの画像 
緯度差を 45°、経度差を 75°とし 2 地点の距離は 8897km となり、金星の視差は 23775km

となった。次に合成画像での太陽直径は 363.5 ピクセル、金星の位置の差は 3.2 ピクセルと

測れた。よって実際の太陽直径は 2.6×106km、したがって 1AU は 2.9×108km と求まった。 
(C1)オーストラリアとデンマークの画像 

緯度差を 90°、経度差を 129°とし 2 地点の距離は 14626km となり、金星の視差は 37609km
となった。次に合成画像での太陽直径は 360 ピクセル，金星の位置の差は 7 ピクセルと測

れた。よって実際の太陽直径は 1.9×106km、したがって 1AU は 2.1×108km と求まった。 
(C2)オーストラリアとデンマークの画像 

緯度差を 90°、経度差を 129°とし 2 地点の距離は 14626km となり、金星の視差は 37609km
となった。次に合成画像での太陽直径は 359 ピクセル，金星の位置の差は 8.7 ピクセルと測

れた。よって実際の太陽直径は 1.6×106km、したがって 1AU は 1.7×108km と求まった。 
表 2 ４組の解析結果 

No. 2 地点の距離 

[km] 
視差[pix] 

画像の太陽直径 

[pix] 
太陽直径[km] 1AU[km] 

A 9171 3.0 271.0 2.1×106 2.4×108 
B 8897 3.2 362.5 2.6×106 2.9×108 

C1 14626 7.0 360.0 1.9×106 2.1×108 
C2 14626 8.7 359.2 1.6×106 1.7×108 

 
４．2 点間の距離の修正 
 結果に対し、2 点間の距離を修正した。しかし

A の画像にのみ、時刻が書いていなかったために

この修正を行うことはできなかった。修正方法は

以下のとおりである。 
(B) 撮影時刻から日本の位置を定め、経度から

南アフリカとデンマークの位置を決定した。太線

の三角形によって 1:（基線の長さ）を求めた。こ

の画像では 1:（基線の長さ）は 1:sin86°となった。この計算から太陽直径は 2.6×106km→

2.6×106km、1AU は 2.9×108km→2.9×108 km となった。 
(C1) 1:（基線の長さ）は 1:sin75°となるので、太陽直径は 1.9×106 km→1.8×106km となり、

1AU は 2.1×108 km→2.0×108 km となった。 
(C2) 1:（基線の長さ）は 1:sin61.5°となるので、太陽直径は 1.6×106 km→1.4×106km に、

1AU は 1.7×108 km→1.5×108 km になった。 
 
５．考察 
求めた 1AU の大きさは理科年表から得た 1.5×10８km に対して、A では 1.6 倍、B では 2.0

倍、C1 では 1.4 倍、C2 では 1.2 倍となった。撮影地点が不明瞭だったことが誤差の原因と

思われる。また得た値との比が C で最小なのは、2 点間の距離が最も長く金星の視差が大き

かったからと考えられる。さらに基線の長さによる修正を行ったところ、得られた値との

比は B では 1.9 倍、C1 では 1.4 倍、C2 では 1.0 倍となった。最終的に C2 においては仮定し

た値と等しくなった。 

 
図 3 基線による修正 


